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１．はじめに  

 CommonMP （ Common Modeling Platform for 

water-material circulation analysis）は，パソコンで水

理解析を行うことができるソフトウェアである．国

土技術政策総合研究所(国総研)では，2007 年度から

開発に着手し，開発から 10 年の節目を契機に，これ

までの開発・普及の取り組みの総括を行うとともに，

水工情報システムとしての CommonMP の今後の展

開について述べる． 

 

２．開発の経緯 

 開発着手当時，多くの水理・水文解析ソフトウェ

アが研究機関ごと，企業あるいは研究者ごとに独自

に開発されてきた．しかし，ソフトウェア間の連携

性や水理・水文データとの連携性が悪く 1)，雨量や

流量といった水工情報をシステムとして扱うことが

難しい状況であった．このため，2007 年度から、国

総研、国土交通省河川局(現 水管理・国土保全局)，

土木学会水工学委員会が連携して水理・水文モデル

の汎用プラットフォームの開発プロジェクトが実施

されることとなった 1)． 

 2009 年度には、産学官で構成される「CommonMP

開発・運営コンソーシアム」が発足し，CommonMP

の開発・普及に取り組んでいる． 

 2016 年度には，CommonMP プロジェクトの理念と

目標について改めて認識を共有し，ソフトウェア・

インフラとして社会に貢献するための目標を設定し

た(図 1)． 

 

図 1 CommonMP プロジェクトの理念と目標 

３．CommonMP の開発の進展 

 CommonMP は，2010 年 3 月に，Ver1.0 として，

CommonMP ウェブサイト 2)で公開した． 

 2012 年 3 月には，CommonMP 上での計算に必要と

なる要素モデルを CommonMP ウェブサイトで公開

した．2018 年 3 月現在，CommonMP ウェブサイトか

らは，25 件の要素モデルが公開され，ダウンロード

総数は，延べ 4,400 件となっている．この他に，各機

関が独自に公開している要素モデルが多数有り，各

機関が公開している要素モデルの公開ページへのリ

ンクを CommonMP ウェブサイトの要素モデルダウ

ンロードのページにも掲載している． 

 2012 年 6 月に，CommonMP の機能拡張ツールとし

て，水文水質データ取得ツールを公開した．これに

より，国土交通省の水文水質データベースで公開し

ている降水量，流量等が取得できるようになった． 

 2014 年 12 月には，Ver1.4 を公開した．これは，電

子国土を活用した CommonMP-GIS の地図取得機能

を有している．航空写真を見ながらの樹木群編集や，

横断面編集が可能となった．また，氾濫解析結果の

地図上での表示が可能となった(図 2)． 

 

図 2 氾濫解析結果の CommonMP-GIS での表示例 

 

 以後，小規模な改良を重ね，2018 年 2 月に公開し

た Ver1.6.1 が現在の最新版となっている． 

 Ver1.0 の公開以降，CommonMP ウェブサイトから 
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のダウンロード数は，2018 年 1 月末現在で，13,250

件となっている(図 3)． 

 

図 3 CommonMP ダウンロード件数の推移 

 

４．普及への取り組み 

 土木学会水工学委員会の主催により，2007 年度～

2016 年度の 10 年間にわたり，土木学会全国大会で研

究討論会や意見交換会を実施してきた．また，2017

年 5 月には，CommonMP プロジェクト推進委員会の

主催により，CommonMP プロジェクト 10 周年記念

ワークショップを開催し，各種データベース等との

連携や，カスタマイズ性の確保といった，水工情報

システムの発展の方向性が共有された．今後は，土

木学会全国大会第Ⅱ部門に設置されている「水工情

報システム」セッションを，水工情報学分野全般の

意見交換の場として活用していきたい． 

 CommonMP を活用できる人材の拡大にも取り組

んでおり，各セクターにおいて，講義や研修・講習

会が実施されている．国総研においても，国土交通

大学校や地方整備局等で実施された研修・講習会で

の教材の作成及び講習を行い，2013 年度～2017 年度

の 5 カ年で，延べ 55 回，1,147 人が受講した． 

 CommonMP 教材集については，CommonMP ウェ

ブサイトにて公開している(図 4)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ウェブサイトへの掲載(教材集) 

５．河川管理実務への活用事例  

 国土交通省の地方整備局等や内閣府沖縄総合事務

局の河川管理実務での活用事例も増えつつある．河

道内樹木管理，浸水想定区域算出，洪水予測システ

ム構築，日常点検，ダム管理において，CommonMP

が活用されている 3)(表 1)． 

 

表 1 河川管理実務における最近の CommonMP の主

な活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

６．今後の展開 

 今後は，河川管理の高度化・効率化の手段として，

CommonMP と他の水工情報システム(ソフトウェア，

水文データ，河川 CIM 等)との連携を図り，河川管

理実務への活用を推進する．また，産学官各セクタ

ーの人材育成ツールとしての CommonMP への期待

は高く，CommonMP ウェブサイトで公開している教

材集の更なる充実を図る． 

 

７．おわりに  

 CommonMP の開発開始から 10 年が経過し，河川

管理実務への活用等，CommonMP が浸透しつつある．

今後は，河川 CIM 等の水工情報システムとの連携を

一層強化することで，CommonMP を河川管理の高度

化・効率化に活用していきたい． 
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